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プロメテック HPC&可視化事業部
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プロメテック・ソフトウェア
エンジニアリング事業本部

GDEPソリューションズ
GPU＆HWシステム事業

プロメテック・ソフトウェア
HPC＆可視化事業部



プロメテック HPC&可視化事業部
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ライセンス提供
・NVIDIA OMNIVERSE
・SIMUNIMA＆SIMUNIMA for Unity

XRシステム開発
レンダリング用GPUシステム販売

Visualization

HPCコンサルティングサービス
・GPU計算高速化
・Open ACC講習
・ハイブリッドクラウド環境構築
・HPCシステムインテグレーション

HPC/GPUシステム販売

High Performance Computing

プロメテック・ソフトウェア
HPC＆可視化事業部



最適なHPC/可視化システムをご提供する体制
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アクセラレータ

NVIDIA GPU

ハードウェア

Workstation/Server
Storage

基本ソフトウェア設定

NVIDIA認定 エリートパートナー

コンパイラ
技術

並列化
技術

OS・システムソフトウェア

ミドルウェア・開発ソフトウェア

ソフトウェア 高速化・並列化

シユレーション
技術

シミュレーション・ソフトウェア

可視化
技術

HPC/可視化用
ソフトウェア設定

性能最適化

HPC/可視化
インテグレーション

プロメテックの

GPU/HPCハードウェア

システム お客様

CAE
利用技術

GPU
利用技術

＋



プロメテックHPCソリューションサービス
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Sharetask/Slurm/etc（ジョブスケジューラー＆稼働率分析）

In House Code

プログラム計算高速化サービス＆講習会
Open ACC ＆ Open MP

IaaS（Oracle/AWS/AZURE）従量課金再販 CAE/HPCサーバ（LINUX＆Windows）

OSS3rd Party SW 最適化SW

クラウドHPC お試しサービス
当社クラウドアカウント利用

クラウドHPC 環境構築サービス
お客様クラウドアカウント利用

提供対象

NVIDIA Compiler Support Service

NVIDIA HPC SDK



CUDA Unified MemoryによるOpenACCプログラムミング
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GPUのメモリ

容量の増大
OpenACC

CUDA Unified 

Memory

MPI実装
必要なし

CUDAを使わずとも、GPUプログラミングがより簡単になります

GPUプログラミング
コンパイラによる自動化

メモリデータ
移動の自動化

ISO標準言語で
GPUコード

C++17
Fortran2018

プログミング勉強会＆セミナー開催
HPC WORLD

GPU Technology Users Community



計算高速化サービス＆SI環境構築 導入事例

Prometech Group 7

https://hpc.prometech.co.jp/case/

https://hpc.prometech.co.jp/case/


GPU Technology Users Community
（プロメテックグループ共同運営）
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GPUハードウェア＆ソフトウェア技術の集約

https://hpcworld.jp/

https://gdep-sol.co.jp/news-gpu-technology-nvidia-hpc-sdk/
OpenACC ディレクティブによるプログラミング by PGI Compilers (hpcworld.jp)

https://hpcworld.jp/
https://gdep-sol.co.jp/news-gpu-technology-nvidia-hpc-sdk/
https://hpcworld.jp/archive/SPG/Pgi/OpenACC/index.html


GPU計算高速化に関する技術ブログ紹介（2023年1月-5月）
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https://hpcworld.jp/techcolumn/

https://hpcworld.jp/techcolumn/


当社が提供するNVIDIA Omniverseシステム
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導入までの時間と労力の違い

• ワークフローは、主に3Dコンテンツの作成とビジュアライゼーショ
ンのためのもので、データは一般的な3Dフォーマットに基づく - デ
ジタルツインのワークフローとして成熟させていく

• デザインコラボレーション向けの活動は更に増える予定

• このワークフローでは制作で利用可能なツールや機能をより多く含
まれ、セットアップやカスタムメイドの開発が少なくて済む

• ワークフローは複雑なデータの読み込み、カスタムのExtension、新し
いデータConnectorー、物理的プロセスのシミュレーション、そしてAI
の統合に至るまで、多岐にわたる。

• お客様側のかなり積極的な関与、プロセスのガイダンス、エンジニアリ
ングソースが必要

• お客様とNVIDIAの双方からの相当な投資が必要

HPC/CAEデータを活かしたデジタルツインソリューション

デザインコラボレーション

導入までの時間が短く、すぐに使えるツールが多い

産業用デジタルツイン

お客様が主導するオーダーメイド開発



NVIDIA OMNIVERSE接続アプリケーション
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複数のやりとりの方法 - 多くはリアルタイムに接続出来て、マテリアルの自動変換も可能

注）最新情報はNVIDIA WEBサイトで確認要



【デジタルツイン】

幅広いCAE・HPC・設計業務に対応したシステム環境の実現
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部署間、社内外や業務内容の違いによる様々な
ソフトウェア利用によるデータ互換の課題を軽減

Paraview
5.11

シミュレーション
テスト部門

構造/流体/化学/
素材/他

Omniverse-
Paraview
Connector

5.11

USD Composer
（編集）

USD Presenter
（ビューイング）

可視化対象データ
等値面

コンター
流線 他

Omniverse
Nucleus

（データ共有）

デザイン＆設計部門

CG/BIM
3dsMax
Revit
Unity
Blenⅾer

他

Autodesk Revit
Connector

Blender
Omniverse Drive経由

Unity
Connector 

USDファイル
（共通化）

Plugin

その他、幅広いアプリケーション利用可能

データ軽量化

Autodesk 3dsMax 
Connector



導入効果（データ削減→軽量化）
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➢ 比較ポイント
➢ 【Paraview】1フレームごとにメッシュ生成などの処理が発生し視点・回転・移動変換時の遅延が発生
➢ 【Omniverse】データ軽量化とGPU活用によるレスポンス

OpenFOAM 撹拌解析 https://www.prometech.co.jp/nvidia_omniverse.html

（接点数262,701、格子数: 250,000、界面数: 762,500、内部界面数: 737,500、300ステップ出力）

Paraview Omniverse USD Composer

タイムステップ毎にメッシュ生成などの処理 完成したメッシュデータの読み込みのみ

https://www.prometech.co.jp/nvidia_omniverse.html


導入効果（CAEデータ→仮想空間現実）
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１．解析モデルデータをシーンに追加
２．環境光、カメラ等を設定
３．オブジェクトに質感マテリアルを設定

⇒ 短時間でセットアップが可能

Paraviewから変換した
Partcleworksの解析結果データ

フロントガラスに水が流れるシミュレーション結果

Paricleworksによる解析

解析結果を実際の環境に
取り込んだデータ

USD Composer USD Presenter

リアルタイムレイトレーション
による高速レンダリング



NVIDIA Omniverse Enterpriseシステム構成例
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機関内ネットワーク

USD Composer

USD Presenter

Omniverse connector

インターネット

機関外ネットワーク

Omniverse connector

Omniverse
Nucleus

サーバルーム用ネットワークスイッチ

RDP接続

可視化向け
GPU搭載WS

居室用ネットワークスイッチ

Nucleusサーバ

居室サーバルーム

SSD RAID
構成

ParaViewでの可視化データを
USDファイルに変換して格納

リモートデスクトップで接続後
Omniverseを利用することも可能

個人用PC
（GPU搭載無し）

個人用PC
（GPU搭載無し）

Omniverse connector

可視化向けGPU搭載WS
機関内外での共同研究等
可視化データの共有が可能
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詳しくは以下のWEBサイトにてご案内しております。

プロメテックHPCソリューションサービス

https://hpc.prometech.co.jp/

CAE結果CGレンダリングシステム : SIMUNIMA

https://www.prometech.co.jp/simunima_ja.html

デジタルツインプラットフォーム : NVIDIA Omniverse

https://www.prometech.co.jp/nvidia_omniverse.html

GPU Technology Users Community : HPC WORLD

https://hpcworld.jp/

https://hpc.prometech.co.jp/
https://www.prometech.co.jp/simunima_ja.html
https://www.prometech.co.jp/nvidia_omniverse.html
https://hpcworld.jp/
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